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た
日
の
属
す
る
年
度
末
ま
で
の
児
童

で
、
死
亡
・
離
婚
な
ど
に
よ
り
父
ま

た
は
母
が
い
な
い
か
、
父
ま
た
は
母

が
重
度
の
障
害
者
で
あ
る
場
合
に
支

給
し
ま
す
。
手
当
月
額
は
対
象
児
童

一
人
当
た
り
１
万
３
千
500
円
で
す
。

◆
障
害
手
当

身
体
障
害
者
手
帳

１
〜
２
級
程
度
、
愛
の
手
帳
１
〜
３

度
程
度
、
脳
性
マ
ヒ
ま
た
は
進
行
性

筋
萎
縮
症
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
す
る
方
に

支
給
し
ま
す
。
手
当
月
額
は
対
象
児

童
一
人
あ
た
り
１
万
５
千
500
円
で

す
。い

ず
れ
も
申
請
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
所
得
制
限
額
以
上
の
所
得
が
あ

る
場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
は
子
育
て
支
援
室
1
内

線
２
６
７
５
へ
。

第
９
回
福
祉
映
画
会
「
石
井

の
お
と
う
さ
ん
あ
り
が
と
う
」

三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
三
鷹

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
共

催
。明

治
・
大
正
期
に
児
童
福
祉
の
父

と
よ
ば
れ
た
石
井
十
次
の
人
生
を
描

い
た
映
画
。
松
平
健
主
演
。

▽
３
月
12
日
g
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
、
三
鷹
市
公
会
堂
で
。

▼
前
売
券
１
千
円
、
当
日
券
１
千
200

円
（
社
協
会
員
は
200
円
割
引
）。
チ

ケ
ッ
ト
は
福
祉
会
館
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

e

み
た
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
1
76
―
１
２
７
１

学
童
嘱
託
保
育
員
（
①
産
休

代
替
嘱
託
職
員
、
②
一
般
嘱

託
職
員
）
を
各
１
人
募
集

◆
応
募
資
格

45
歳
以
下
（
①
は

平
成
17
年
３
月
１
日
現
在
、
②
は
平

成
17
年
４
月
１
日
現
在
）
の
方
で
教

員
ま
た
は
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る

方
（
幼
稚
園
教
諭
可
）。

◆
勤
務
場
所

市
内
19
カ
所
の
学

童
保
育
所

◆
勤
務
期
間

①
３
月
１
日
〜
平

成
18
年
２
月
28
日
、
②
４
月
１
日
〜

平
成
18
年
３
月
31
日

◆
勤
務
時
間

①
月
〜
金
曜
日
＝

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分
、

土
曜
日
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２

時
30
分
（
学
校
休
校
期
間
は
５
時
15

分
ま
で
）、
②
６
時
間
勤
務
日
＝
午

前
11
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分
、
５

時
間
勤
務
日
＝
午
後
０
時
30
分
〜
５

時
30
分
、
８
時
間
勤
務
日
＝
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
。
①
②
と

も
に
超
過
勤
務
・
休
日
勤
務
あ
り
。

◆
賃
金

①
月
額
17
万
２
千
700
円
、

②
15
万
４
千
円
、
交
通
費
別
途
支
給

▼
２
月
９
日
d
ま
で
の
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）、

三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
福
祉
会

館
内
）
へ
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
・

取
得
資
格
を
証
明
す
る
も
の
を
持
参

し
、
本
人
が
直
接
申
し
込
む
。

◆
試
験
日

２
月
19
日
g
筆
記
試

験
、
面
接
試
験

e

三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
1
46

―
１
１
０
８

こ
も
れ
び

ほ
っ
と
・
サ
ー
ク
ル

「
和
菓
子
作
り
と
お
茶
会
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
こ
も
れ
び

主
催
。

３
月
は
春

に
ふ
さ
わ
し

い
和
菓
子
で

煉
り
き
り
を

作
り
ま
す
。
対
象
は
お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
方
。

▽
３
月
18
日
f
午
後
１
時
〜
３
時
30

分
、
ス
ペ
ー
ス
Ｓ
（
下
連
雀
一
丁
目
）

で
。参
加
費
700
円（
材
料
費
を
含
む
）。

講
師
は
マ
ザ
ー
ラ
ン
ド
の
三
武
美
津

枝
さ
ん
。

▼
２
月
７
日
b
午
前
９
時
か
ら
同
事

務
局
1
42
―
４
４
６
９
へ
申
し
込

む
。
先
着
10
人
。

◆
こ
も
れ
び
電
話
相
談
1
42
―
４

４
７
１

毎
週
水
・
金
曜
日
午
後
１
時
〜
３

時
に
は
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

e

高
齢
者
支
援
室
1
内
線
２
６
２

３
三
鷹
市
介
護
認
定
調
査
員

を
募
集
（
若
干
名
）

◆
業
務
内
容

要
介
護
認
定
申
請

を
し
た
被
保
険
者
の
自
宅
な
ど
を
訪

問
し
、
日
常
生
活
の
状
況
調
査
お
よ

び
そ
の
ほ
か
要
介
護
認
定
調
査
に
必

要
な
事
務
を
行
う
。

※
調
査
件
数
は
１
日
あ
た
り
４
件

程
度
。
移
動
手
段
は
自
転
車
な
ど
。

◆
受
験
資
格

平
成
17
年
４
月
１

日
現
在
61
歳
以
下
で
次
の
い
ず
れ
か

の
資
格
を
有
し
て
い
る
方
。
①
介
護

支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）、

②
保
健
師
、
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、
社
会
福
祉
士
、
介
護

福
祉
士

◆
勤
務
期
間

任
用
日
〜
平
成
18

年
３
月
31
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
、
月
〜
金
曜
日
の
う
ち
４
日

（
１
週
４
日
30
時
間
勤
務
）。

※
年
度
更
新
あ
り

◆
勤
務
場
所

市
役
所
（
調
査
対
象

地
区
＝
市
被
保
険
者
住
所
地
な
ら
び
に

近
隣
病
院
お
よ
び
介
護
保
険
施
設
）

◆
報
酬

月
額
19
万
７
千
500
円
。

２
万
円
以
内
で
別
途
交
通
費
を
支

給
。
社
会
保
険
（
健
康
保
険
・
厚
生

年
金
）、
雇
用
保
険
、
年
次
有
給
休

暇
あ
り
。

▼
２
月
７
日
b
〜
21
日
b
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）、
高
齢
者
支
援
室

（
市
役
所
１
階
⑪
番
窓
口
）
に
①
履

歴
書
（
写
真
貼
付
）、
②
「
応
募
の

動
機
」
に
つ
い
て
の
手
書
き
の
作
文

（
原
稿
用
紙
２
枚
800
字
程
度
）、
③
介

護
支
援
専
門
員
の
有
資
格
者
は
登
録

証
明
書
の
写
し
、
保
健
師
、
看
護
師
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
社
会

福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
の
有
資
格
者

は
各
資
格
の
免
許
証
や
証
明
書
な
ど

の
写
し
を
持
参
ま
た
は
配
達
記
録
郵

便
（
21
日
b
必
着
）
で
申
し
込
む
。

◆
選
考
方
法

書
類
（
履
歴
書
・

作
文
）
お
よ
び
面
接
の
総
合
選
考
。

面
接
は
３
月
２
日
d
〜
４
日
f
に
実

施
（
別
途
通
知
）。
選
考
結
果
は
３

月
中
旬
ご
ろ
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

e

高
齢
者
支
援
室
1
内
線
２
６
８

２

障
害
者
支
援
費
制
度
の

利
用
相
談
会

三
鷹
市
心
身
障
害
者
（
児
）
親

会
・
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ぽ

っ
ぷ
主
催
。

対
象
は
心
身
に
障
が
い
を
お
持
ち

の
方
と
そ
の
家
族
。
ご
自
身
の
こ
と
、

お
子
さ
ん
の
こ
と
、
ご
家
族
の
こ
と
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
こ

と
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
２
月
21
日
b
・
22
日
c
午
前
10
時

〜
正
午
、
市
役
所
第
三
庁
舎
313
号
会

議
室
で
。

▼
直
接
会
場
へ
。

e

同
会（
野
原
）1
32
―
１
８
５

８
・
同
セ
ン
タ
ー
1
5
71
―
０
９
０

１
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会

「
参
加
型
の
社
会
貢
献
事
業
」

へ
情
報
提
供
を

三
鷹
ま
ち
づ
く
り
専
門
家
会
議
と

三
鷹
市
は
協
働
し
て
、
公
的
補
助
制

度
な
ど
を
利
用
し
て
土
地
や
建
物
を

高
齢
者
住
宅
や
知
的
障
害
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
ど
に
活
用
す
る
こ
と
を

具
体
的
に
考
え
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

「
み
ん
な
で
つ
く
る
安
心
の
住
ま
い

づ
く
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
開
催
に

先
立
ち
、
個
人
、
法
人
、
企
業
、
各

種
団
体
の
方
な
ど
で
土
地
、
建
物
に

関
す
る
情
報
を
お
持
ち
の
方
か
ら
の

情
報
提
供
を
求
め
て
い
ま
す
。
情
報

を
お
持
ち
の
方
は
同
会
事
務
局
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
デ
ン
）
1
70
―
４
５
１

６
・
5
042
―
580
―
３
１
０
２
・

info@
den.net

へ
ご
連
絡
を
。

生
き
生
き
暮
ら
せ
る
楽
々
リ
ハ
ビ
リ

〜
転
倒
し
な
い
体
力
作
り
　
元
気
に
な
れ
る
体
操
教
え
ま
す
！

す
く
す
く
ひ
ろ
ば
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
出
店
募
集

対
象
は
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
持

つ
３
人
以
上
の
市
民
グ
ル
ー
プ
（
グ

ル
ー
プ
重
複
し
て
の
申
し
込
み
不

可
）。
出
店
物
は
子
育
て
に
関
す
る

も
の
を
中
心
と
し
ま
す
（
食
品
や
ゲ

ー
ム
は
不
可
）。

▽
３
月
13
日
a
午
前
10
時
〜
午
後
２

時
、
す
く
す
く
ひ
ろ
ば
で
。
１
店
舗

（
２
×
1.8
r
）

▼
２
月
11
日
-
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
、
往
復
は
が
き
に
メ
ン
バ
ー
全
員

の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
お
子

さ
ん
の
年
齢
・
販
売
予
定
品
を
記
入

し
「
〒
181
―
０
０
１
３
下
連
雀
４
―

19
―
６
す
く
す
く
ひ
ろ
ば
」
へ
申
し

込
む
。
公
募
数
10
店
舗
（
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
）。

◆
事
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

２
月
21

日
b
に
事
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い

ま
す
。
出
店
者
で
運
営
委
員
会
を
つ

く
る
た
め
、
当
日
運
営
に
参
加
す
る

運
営
委
員
を
グ
ル
ー
プ
で
一
人
決
め

て
、
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

e

同
ひ
ろ
ば
1
45
―
７
７
１
０

児
童
扶
養
手
当
の
特
例
支
給

を
し
ま
す

児
童
扶
養
手
当
は
、
平
成
10
年
７

月
以
前
は
、
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い

で
懐
胎
し
た
児
童
が
父
か
ら
認
知
さ

れ
た
場
合
は
除
外
規
定
に
よ
り
支
給

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

最
高
裁
判
決
に
よ
り
、
平
成
10
年
７

月
以
前
に
児
童
が
父
に
認
知
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
本
手
当
を
受
給
で
き
な

か
っ
た
方
（
当
時
、
東
京
都
に
住
ん

で
い
た
方
）
を
対
象
に
、
遡
及
し
て

支
給
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
三
鷹
市
在
住
で
該
当
す
る
方

は
、
子
育
て
支
援
室
（
市
役
所
４
階

i
番
窓
口
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

遡
及
申
請
す
る
場
合
、
当
時
の
事
実

を
証
明
す
る
書
類
な
ど
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
手
当
を
正
し
く
支
給
す
る

た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
注
意
事
項

①
遡
及
支
払
い
対
象
期
間
は
、
お

子
さ
ん
が
認
知
さ
れ
た
こ
と
を
理
由

に
手
当
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
期
間

の
う
ち
、
平
成
10
年
７
月
分
ま
で
で

す
。
②
手
当
の
支
払
い
は
当
時
の
手

当
額
、
所
得
制
限
限
度
額
を
適
用
し

て
行
い
ま
す
。
③
遡
及
支
払
い
対
象

期
間
中
に
都
外
へ
転
出
さ
れ
た
場
合

は
、
転
出
先
の
道
府
県
が
支
払
い
ま

す
。
当
該
道
府
県
の
児
童
扶
養
手
当

担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

e

東
京
都
育
成
支
援
課
1
03
―
５

３
２
０
―
４
１
２
３
・
三
鷹
市
子
育

て
支
援
室
（
市
役
所
４
階
i
番
窓
口
）

1
内
線
２
６
７
５

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当

を
振
り
込
み
ま
す

10
〜
１
月
分
の
児
童
手
当
・
児
童

育
成
手
当
・
障
害
手
当
を
２
月
10
日

e
に
指
定
預
金
口
座
に
振
り
込
み
で

支
給
し
ま
す
。

※
金
融
機
関
に
よ
っ
て
２
〜
５
日

遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
児
童
手
当

小
学
校
第
３
学
年

修
了
前
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

に
支
給
し
ま
す
。
手
当
月
額
は
第

１
・
２
子
が
各
５
千
円
、
第
３
子
以

降
が
１
万
円
で
す
。

◆
児
童
育
成
手
当

18
歳
に
達
し

在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
太
郎
・
弘
済
園
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
・
野
村
病
院
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
主

催
。高

齢
者
の
寝
た
き
り

の
原
因
と
し
て
、
転
倒
に
よ
る
骨
折

と
関
節
傷
害
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は

「
な
ぜ
高
齢
者
は
転
ん
で
し
ま
う
の

か
？
」「
高
齢
者
の
体
の
中
で
何
が

変
化
し
て
い
る
の
か
？
」
を
考
え
、

日
常
の
生
活
の
中
で
簡
単
に
で
き
る

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
の
予
防

体
操
を
学
習
し
ま
す
。

▽
２
月
18
日
f
午
後
２
時
〜
４
時
、

連
雀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
。

講
師
は
野
村
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
理
学
療
法
士
の
石
川
千
春
さ
ん
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

高
齢
者
支
援
室
1
内
線
２
６
２
３

介 護 教 室

■
三
鷹
短
歌
会
12
月
の
秀
歌

【
選
と
評
】
金
田
義
直

落
葉
の
下
く
ぐ
り
ゆ
く
ハ
ケ
の
水
あ

る
か
な
き
か
の
音
を
た
て
つ
つ神宝

満
智
子

﹇
評
﹈

落
葉
の
下
か
ら
聞
こ
え
る
水

音
に
、
ふ
と
立
止
っ
た
作
者
。
そ
の

か
す
か
な
音
が
ハ
ケ
の
湧
水
の
音
で

あ
る
と
確
信
し
た
作
者
の
感
動
が
素

直
に
詠
わ
れ
て
い
る
。

古
農
家
の
を
暗
き
土
間
に
煙
た
ち
老
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
炉
の
火
を
守
る

八
島
靖
夫

﹇
評
﹈
囲
炉
裏
で
燃
や
す
榾
木
の
焔
や

煙
に
は
な
ぜ
か
郷
愁
を
感
ず
る
が
、

農
家
で
も
囲
炉
裏
を
生
活
に
使
用
し

て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
く
な
っ
て
来

て
い
る
。「
炉
の
火
を
守
る
」
は
単

な
る
「
火
を
守
る
」
で
は
な
く
、
日

本
の
農
家
の
生
活
を
語
り
継
い
で
い

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
姿
勢
に
共
感
し

て
い
る
の
だ
。

移
築
さ
れ
し
農
家
の
庭
に
秋
日
受
け
小

花
散
ら
し
て
蕎
麦
の
花
咲
く松

村
美
恵
子

﹇
評
﹈
こ
の
移
築
農
家
は
三
鷹
市
か
ら

の
も
の
と
聞
く
。
昭
和
12
・
13
年
ご

ろ
の
農
家
は
麦
の
栽
培
が
多
く
、
蕎

麦
は
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
下

句
の
「
小
花
散
ら
し
て
」
が
よ
い
。

の
ど
か
な
秋
の
一
日
が
ゆ
っ
た
り
と

詠
わ
れ
て
い
る
。

保
存
さ
れ
し
醤
油
屋
に
入
れ
ば
杳
き
日

の
土
間
の
匂
ひ
が
ふ
と
鼻
を
つ
く

小
野
五
代
子

﹇
評
﹈
土
間
に
入
れ
ば
「
い
ら
っ
し
ゃ

い
」
と
声
が
か
か
り
そ
う
な
移
築
復

元
の
醤
油
屋
。
量
り
売
り
の
醤
油
の

一
、
二
滴
の
こ
ぼ
れ
が
醤
油
屋
特
有

の
土
間
の
に
お
い
を
醸
し
て
い
る
の

だ
。
そ
の
に
お
い
が
作
者
の
郷
愁
を

く
す
ぐ
っ
た
の
だ
。
江
戸
東
京
た
て

も
の
園
（
小
金
井
）
で
の
嘱
日
。

総ふ
さ

な
し
て
サ
ラ
シ
ナ
シ
ョ
ウ
マ
咲
き
て

を
り
ふ
は
ふ
は
と
し
て
帽
子
の
飾
り

花
輪
明
子

﹇
評
﹈
晒
菜
升
麻

サ
ラ
シ
ナ
シ
ョ
ウ
マ

は
一
見
、
総
状
の
花

に
見
え
る
の
だ
が
、
実
は
小
花
が
群

が
っ
て
い
る
の
だ
。「
ふ
は
ふ
は
と

し
て
帽
子
の
飾
り
」
に
し
た
い
と
思

う
乙
女
心
に
好
感
が
も
て
る
。

仕
立
屋
の
前
に
佇
み
母
を
恋
ふ
手
縫
の

綿
入
れ
今
も
残
れ
る

望
月
綾
乃

﹇
評
﹈
こ
れ
も
江
戸
東
京
た
て
も
の
園

で
の
嘱
日
。
仕
立
屋
は
手
縫
の
仕
事

を
請
負
う
個
人
的
な
職
業
で
、
今
は

殆
ん
ど
見
か
け
な
い
。
作
者
は
今
も

手
元
に
残
る
母
の
手
縫
の
綿
入
れ
を

思
い
、
母
を
追
慕
し
て
い
る
の
だ
。

も
の
の
名
の
さ
ら
り
と
出
で
ぬ
も
ど
か

し
さ
夫
と
の
会
話
「
あ
れ
が
あ
れ
し

て
」

浅
野
寿
子

﹇
評
﹈
代
弁
的
な
歌
。
自
分
と
引
き
比

べ
て
思
わ
ず
吹
き
出
し
て
し
ま
う
が

哀
愁
が
よ
ぎ
る
。
下
句
の
会
話
の
例

で
も
ど
か
し
さ
が
身
近
に
な
っ
た
。

■
三
鷹
俳
句
会
12
月
の
秀
句

【
選
者
】
井
上
弘
・
飯
田
六
斗

薬
局
に
子
供
の
お
も
ち
ゃ
冬
日
和

佐
野
み
さ
を

寝
静
ま
る
子
に
寒
柝

か
ん
た
く

の
近
き
か
な
　
　
　
　

大
久
保
英
一

米
を
磨
ぐ
水
の
か
た
さ
や
冬
兆
す

小
木
曽
貞
子

森
の
奥
神
に
集
ひ
て
火
を
焚
け
り田山

光
起

炉
火
赫
し
多
摩
に
隠
れ
た
民
権
史伊藤

紫
春

狐
火
の
は
な
し
も
一
芸
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん

こ

拝
司
園
子

衿
立
て
て
時
雨
の
似
合
ふ
人
の
来
る

大
和
谷
慈
子

イ
ラ
ク
ま
で
続
く
此
の
空
布
団
干
す

浅
沼
仁
美
子

枯
露
柿

こ

ろ

が

き

の
す
だ
れ
に
明
か
き
甲
斐
の
里

寺
田
絢
子

桐
火
鉢
恋
は
素
朴
に
は
じ
ま
り
ぬ

大
竹
ハ
ル
子

光
り
合
ふ
波
よ
り
生
れ
か
い
つ
ぶ
り

久
ヶ
谷
ゆ
き
子

冬
ざ
れ
や
心
の
火
種
消
す
ま
じ
く田中

淑
子

火
の
国
の
地
酒
を
口
に
師
走
か
な小泉

秀
夫

牛
鍋
や
煮
溶
け
て
と
べ
る
葱
の
芯赤木

き
よ

熱
燗
や
小
声
で
褒
め
る
嫁
の
癖三

矢
恵
啓

年
の
暮
物
捨
て
ら
れ
ぬ
戦
中
派

南
み
ち

食
道
の
カ
メ
ラ
冷
た
く
胃
へ
滑
る高

見
勝

冬
薔
薇
老
い
て
も
胸
の
火
は
消
さ
ず牧文

子

我
が
影
の
長
さ
を
踏
み
て
年
惜
し
む

板
橋
ク
ラ
子

２
月
の
三
鷹
俳
句
会

２
月
13
日
a
午
後
１
時
か
ら
三

鷹
駅
前
地
区
公
会
堂
で
。
兼
題
は

な
く
「
当
季
雑
詠
」
で
出
句
は
３

句
。
資
料
代
１
千
円
。

く
わ
し
く
は
大
和
谷

や

ま

と

だ

に

宅
1
46
―

９
８
２
０
へ
。


